
教育目標：感謝の心を大切にし、自ら学び行動する人間性豊かな児童の育成 

～『あい』を深め、刻む山代西～ 

 

 

 

最近は、全国的にも子どもの読書離れや生成ＡＩの普及により、思考力や自分で考えようとする

力の低下への懸念などが取りざたされています。本校ではそれらの課題に対し、文を読むこと、正

しく文章を書き写すことを目的として、昨年度から、ＲＳ(リーディングスキル)タイムを実施して

います。今年度は、できるだけ子ども達に本を読ませたいという思いから、５/２７の全校朝会で

読書について『本はたからものである』『本を読むことで集中力、記憶力。想像力が身についてく

る』といった話をしました。今年度末の閉校にともなって、例年よりも図書館の開館時期が短くな

るかもしれません。そこで、この時期（梅雨で室内で過ごす時間も多くなってきます）から多くの

本を借り、読み、読書のおもしろさ、素晴らしさを実感してほしいと思っています。『読書の秋』

では遅いです。『読書の夏』です。あわせて「校長ミッション③」を次のようなものにしました。 

 

                      （ ）の中はレベルアップした目標冊数としてい 

ます。子どもたち自身が読むことも大切ですが、 

子ども達が借りてきた本をおうちの方が読んであ 

                      げて「どんな話だった？」「どんな気持ちになっ 

た？」などと問いかけていただくのもいいかなと 

思います。山代っ子ウィークでされてみてはどう 

でしょうか。家庭でも励ましの言葉かけをお願い 

                      します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

やさしく まじめに にこにこ しんぼう強く 
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今年度も５／２２（火）に地域ポランティアの方によ 

る第１回目の「コスモスお話会」が開催されました。 

毎月１～４年グループと５、６年グループに分かれて読み 

聞かせをしていただきます。いろいろなジャンルの本を読 

んでいただき、子ども達も聞き入っていました。 
 

 

 

６／１に第１回目の教師による絵本の読み聞かせを実施しました。今回は、２年担任の松野先生、

ひまわり学級担任の橋村先生、図書館事務の吉田先生が行いました。児童は、本の題名だけ見て、

聞いてみたい教室に行きます。また、当日まで、誰が読むかを知らされていません。本の内容だけ

でなく読み手についてもドキドキワクワク感が増すようです。 

「読み聞かせ」にはいろいろな効果があるといわれています。本校は、今年度も「家読」を実施し

ていきます。「おとなが子に」「子がおとなに」互いに本を読んであげることで、ふれあい、つな

がりを感じることができると思います。ご協力、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は、１，４，５，６年は学校の畑で、２，３年は山代東小と 

合同で山代コミュニティセンター裏の畑に芋さしを行いました。予 

定していた日が雨だったので、翌日、ＪＡの女性部や地域の方の指 

導、協力のもと、無事実施することができました。学年ごとに交代 

で水やりをするなど、全校みんなでお世話をしています。できた芋 

は１１月のふれあいまつりで焼き芋にして食べる予定です。 

 

 

 

今年度の水泳の学習が５／２７から始まりました。昨年度からプール施設利用については民間委託

（ビートスイミング）となり、毎週水曜日に全学年児童がバスを使って施設まで行っています。学

習では、その子に会った学習ができるよう泳力によってグループ分けを実施しています。また、ス

タッフによる技術指導がなされ、教員は児童全員の安全面を観察しながら評価を行っていきます。

見学者については別室で対応しています。児童にとっては、大変楽しみにしていますが、通常の体

育時間よりも体力的に疲れるかと思います。そこで、水泳があっている水曜日は４時間授業としま

す。前日の健康管理も家庭で配慮されてください。 

 

 

 

いざという時にどう動けばよいかといった危機対応について 

伊万里有田消防本部西分署の職員の方の指導のもと、学習をし 

ました。５／２０には全児童及び職員で地震火災対応の避難訓 

練、５/２８には職員対象に救急救命法講習を行いました。 

「命を守ることを優先する」「落ち着いた行動を心掛ける」と 

いった当たり前ではあるが大切なことを再確認することができ 

ました。 

 

 

 

 

 


